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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年9月12日(2019.9.12)

【公開番号】特開2019-7023(P2019-7023A)
【公開日】平成31年1月17日(2019.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2019-002
【出願番号】特願2018-188150(P2018-188150)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/64     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月11日(2019.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ及びＭｇからなる群より選択される少なくとも１種の元素と、Ｌｉ、
Ｎａ及びＫからなる群より選択される少なくとも１種の元素と、Ｅｕ、Ｃｅ、Ｔｂ及びＭ
ｎからなる群より選択される少なくとも１種の元素と、Ａｌと、Ｎとを含み、必要に応じ
てＳｉを含む組成を有する蛍光体コアの表面に、フッ素を含む化合物の層を有し、
　前記フッ素を含む化合物の層の厚みが、０．０５μｍ以上０．８μｍ以下であり、
　前記フッ素を含む化合物の層が、少なくとも第一の層と、その第一の層とは組成が異な
る第二の層を有する、窒化物蛍光体。
【請求項２】
　前記蛍光体コアの組成において、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ及びＭｇからなる群より選択される
少なくとも１種の元素Ｍａと、Ｌｉ、Ｎａ及びＫからなる群より選択される少なくとも１
種の元素Ｍｂと、Ｅｕ、Ｃｅ、Ｔｂ及びＭｎからなる群より選択される少なくとも１種の
元素Ｍｃと、Ａｌと、Ｎとを含み、必要に応じてＳｉを含み、ＡｌとＳｉのモル数の総和
を３として、前記元素Ｍａのモル比が０．８０以上１．０５以下であり、前記元素Ｍｂの
モル比が０．８０以上１．０５以下であり、前記元素Ｍｃのモル比が０．００１を超えて
０．１以下であり、Ｎのモル比が３．０以上５．０以下であり、Ｓｉのモル比が０以上０
．５以下である、請求項１に記載の窒化物蛍光体。
【請求項３】
　前記元素Ｍａが、Ｃａ及びＳｒから選択される少なくとも１種の元素を含み、前記元素
Ｍａに含まれるＣａ及びＳｒの総モル比率が８５モル％以上である、請求項２に記載の窒
化物蛍光体。
【請求項４】
　前記元素Ｍｂが、少なくともＬｉを含み、前記元素Ｍｂに含まれるＬｉのモル比率が８
０モル％以上である、請求項２又は３に記載の窒化物蛍光体。
【請求項５】
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　前記蛍光体コアが下記一般式（Ｉ）で表される組成を有する、請求項１又は２に記載の
窒化物蛍光体。
　Ｍａ

ｖＭｂ
ｗＭｃ

ｘＡｌ３－ｙＳｉｙＮｚ　　　　（Ｉ）
（式中、Ｍａは、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ及びＭｇからなる群より選択される少なくとも１種の
元素であり、Ｍｂは、Ｌｉ、Ｎａ及びＫからなる群より選択される少なくとも１種の元素
であり、Ｍｃは、Ｅｕ、Ｃｅ、Ｔｂ及びＭｎからなる群より選択される少なくとも１種の
元素であり、ｖ、ｗ、ｘ、ｙ及びｚは、それぞれ０．８０≦ｖ≦１．０５、０．８０≦ｗ
≦１．０５、０．００１＜ｘ≦０．１、０≦ｙ≦０．５、３．０≦ｚ≦５．０を満たす数
である。）
【請求項６】
　前記第一の層が、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ及びＭｇからなる群より選択される少なくとも１種
の元素とフッ素とを含み、
　前記第二の層が、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ及びＭｇからなる群より選択される少なくとも１種
の元素とＡｌとフッ素と窒素を含み、
　前記第一の層を表面に有し、前記第二の層を前記第一の層よりも内側に有する、請求項
１から５のいずれか一項に記載の窒化物蛍光体。
【請求項７】
　前記一般式（Ｉ）中、Ｍａは、Ｓｒであり、Ｍｂは、Ｌｉであり、Ｍｃは、Ｅｕであり
、ｙは、ｙ＝０である、請求項５又は６に記載の窒化物蛍光体。
【請求項８】
　前記フッ素を含む化合物の層を含む窒化物蛍光体の平均粒径が、４．０μｍ以上２０μ
ｍ以下である、請求項１から７のいずれか一項に記載の窒化物蛍光体。
【請求項９】
　前記フッ素を含む化合物の層の平均厚みが、０．０５μｍ以上０．３μｍ以下である、
請求項１から８のいずれか一項に記載の窒化物蛍光体。
【請求項１０】
　フッ素の含有量が１．０質量％以上１０．０質量％以下である、請求項１から９のいず
れか一項に記載の窒化物蛍光体。
【請求項１１】
　４００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の波長範囲の光により励起され、発光ピーク波長が６３
０ｎｍ以上６７０ｎｍ以下の範囲内にある発光スペクトルを有し、６５０ｎｍにおける反
射率と、４６０ｎｍにおける反射率の比が２以上である、請求項１から１０のいずれか一
項に記載の窒化物蛍光体。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の窒化物蛍光体と、４２０ｎｍ以上５００ｎｍ
以下の波長範囲内に発光スペクトルのピーク波長を有する光を発する励起光源とを備える
発光装置。
【請求項１３】
　前記励起光源が、４２０ｎｍ以上４６０ｎｍ以下の波長範囲内に発光スペクトルのピー
ク波長を有する光を発する半導体発光素子である、請求項１２に記載の発光装置。
【請求項１４】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の窒化物蛍光体を含む第一の蛍光体と、その第
一の蛍光体とは発光スペクトルのピーク波長が異なる第二の蛍光体を含む蛍光部材を備え
る、請求項１２又は１３に記載の発光装置。
【請求項１５】
　前記第二の蛍光体が、下記式（IIａ）、（IIｄ）、（IIｆ）又は（IIｇ）で示される組
成を有する蛍光体から選択された少なくとも１種を含む、請求項１４に記載の発光装置。
　（Ｙ，Ｇｄ，Ｔｂ，Ｌｕ）３（Ａｌ，Ｇａ）５Ｏ１２：Ｃｅ　　（IIａ）
　（Ｃａ，Ｓｒ）８ＭｇＳｉ４Ｏ１６（Ｃｌ，Ｆ，Ｂｒ）２：Ｅｕ　　（IIｄ）
　（Ｂａ，Ｓｒ，Ｃａ）２Ｓｉ５Ｎ８：Ｅｕ　　（IIｆ）
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　（Ｓｒ，Ｃａ）ＡｌＳｉＮ３：Ｅｕ　　（IIｇ）
【請求項１６】
　前記第二の蛍光体が、下記式（IIｃ）、（IIｅ）又は（IIｉ）で示される組成を有する
蛍光体から選択された少なくとも１種を含む、請求項１４に記載の発光装置。
　Ｓｉ６－ｐＡｌｐＯｐＮ８－ｐ：Ｅｕ（０＜ｐ≦４．２）　　（IIｃ）
　（Ｂａ，Ｓｒ，Ｃａ）Ｇａ２Ｓ４：Ｅｕ　　（IIｅ）
　（Ｂａ，Ｓｒ）ＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｍｎ　　（IIｉ）
【請求項１７】
　前記第一の蛍光体と前記第二の蛍光体の含有比（第一の蛍光体／第二の蛍光体）が、質
量比として０．０１以上５．００以下である、請求項１４から１６のいずれか一項に記載
の発光装置。
【請求項１８】
　前記第二の蛍光体の平均粒径が、２μｍ以上３５μｍ以下である、請求項１４から１７
のいずれか一項に記載の発光装置。
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